
　　　　　　　 

　岸田首相は国葬実施について、安倍元首相の「功績」を称え、「暴
力に対し民主主義を断固として守り抜くという決意を示す」ためと述
べました。しかし民主主義とは、多様な価値観を認め合うものです。
安倍元首相に対する特定の評価を称える儀式を国費で行うことは、日
本国憲法の保障する民主主義、内心の自由に反します。
　国葬を行う法的根拠はありません。内閣の独断で行えば、国費の使
い道は国会で決めるという財政立憲主義を破ることにつながります。

　安倍元首相の「実績」は、憲法を無視し、市民生活を破壊するもの
でした。国会で虚偽の答弁を重ね、森友・加計、桜を見る会問題など
政治のモラルを破壊し、アベノミクスで格差を広げました。国会に諮
らず憲法解釈を変え、米国の戦争に参加する集団的自衛権行使を可能
にし、多くの反対を押し切って安保法制（戦争法）を強行しました。
　国葬は、安倍元首相の「遺志」を継いで憲法改悪・「敵基地攻撃」
大軍拡推進に利用するものです。私たちは、安倍元首相の国葬に断固
反対します。
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　安倍晋三元首相が凶弾に倒れました。私たちは、このような野蛮な凶行を断じ
て許しません。安倍元首相の非業の死に、心からの哀悼の意を表します。しかし
岸田内閣が閣議決定した国葬実施は、国費を使って特定の個人の評価を国民に押
し付けるものであり、実施すべきではありません。

声を上げよう
▼街頭で、snsで、投書で…
国葬反対の意思を示そう
▼首相官邸へ届けよう
FAX：０３（３５８１）３８８３
官邸HP「ご意見・ご感想」か
らも入力できます

多様な価値観を認めて！多様な価値観を認めて！

憲法改悪に利用しないで憲法改悪に利用しないで


